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活動銀河核（AGN）の中性 Fe Kα 輝線（6.4 keV）は、超巨大質量ブラックホール近傍の物質分布や運動状態を探る重要
なプローブであるが、その放射領域は未解明である。XRISM衛星により、NGC 4151は2023年12月から2024年12月に計
14回の観測が行われた。XRISM Collaboration（2024）、Miller et al. (2026)は、NGC 4151 の Fe Kα 輝線がBLRとダス
トトーラスに由来する成分を含む複数の速度成分から構成されることを示した。我々は XRISM 観測と連携して近赤外測
光および可視分光モニター観測を行った。Zhao et al.（submitted）は近赤外線反響探査解析により、ダストトーラス
に由来するFe Kαの狭い輝線幅をもつ成分の起源がダストトーラス内縁部よりも遠方にあることを示した。また Hirata
et al.（submitted）は、Hβ 広輝線は中央部のピークと両肩構造をもつ非対称なプロファイルを示し、それが時間変動
することを報告した。野田（2024 年秋季年会Z212r）は、Fe Kα 輝線が両肩構造をもつ Hβ広輝線の幅に近い輝線幅を持
つ成分に、より狭い輝線幅をもつ成分を加えたモデルで説明できることを報告した。

本講演では、Hirata et al.で実施した Hβ広輝線プロファイルの３成分ガウシアンフィットに狭い輝線幅をもつ成分を加
えてXRISM によって観測された Fe Kα 輝線プロファイルをフィットし、その時間変動を調べた。その結果、Hβ 輝線に
対応する３成分ガウシアンフィットに加えて狭い輝線幅をもつ成分を含めることで、Fe Kα 輝線プロファイルを良く再
現できた。また狭い輝線幅をもつ成分の輝線幅は約200 km s⁻¹とほぼ一定であり、その強度についても有意な時間変動
は見られなかった。Zhao et al.では Fe Kα輝線放射領域半径がダスト反響探査半径と仮定した場合に期待される輝線幅
を可視 BLR のビリアル関係から推定してその放射領域を議論したが、今回の結果は、同成分のフラックスおよび線幅に
有意な時間変動が見られないことからも、その起源がダストトーラス内縁部より遠方にあることを支持している。
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